
１ 開会

２ 町長あいさつ

３ 説明資料

（１）持続可能な社会保障制度に向けて

（２）ご存じですか?空き家の活用方法

（３）大空町の情報発信について

（４）大空町地域交流拠点施設について

（５）焼却処理施設の新規整備について

（６）女満別研修会館の施設更新について

４ 質疑応答・意見交換

５ 閉会
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持続可能な社会保障制度に向けて

～大空町の健康課題を考える～

１．持続可能な社会保障制度とは
団塊の世代が75歳を迎える2025年以降は、医療費・介護費を始めとした社会保障給付費
が大きく増加します。 2040年には高齢者人口はピークを迎え、現役世代は急減していく
といわれています。後期高齢者になっても今と同じ制度（国民皆保険）が享受できるよう
に医療費の適正化を推進していかなければなりません。また、町民皆さんには加齢に伴っ
て生ずる心身の変化を自覚して健康の保持増進に努め生涯現役を目指していただきたいと
ころです。

２．町の特性と将来（2040年）予測

人口約6700人、高齢化率は令和2年国勢調査で37.0％と国、道と比較すると高い割合です。
国民健康保険の加入率は32.8％と国、道と比較して39歳以下の割合は高めでした。産業構
成において第1次産業が40.3％と高く、天候や気候、季節といった自然の変化に応じた働
き方が生活習慣に影響を与える可能性があります。
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第1次

産業

第2次

産業

第3次
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2,221

（32.8）

同規模 -- 39.4 25.6 55.7 4.9 17.2 0.4 17.0 25.3 57.7

北海道 -- 32.2 20.8 54.2 5.7 12.6 0.5 7.4 17.9 74.7

国 -- 28.7 22.3 51.9 6.8 11.1 0.5 4.0 25.0 71.0

出典：KDBシステム_健診・医療・介護データからみる地域の健康課題

※同規模とは、KDBシステムに定義されている「人口が同規模程度の保険者」を指し、大空町と同規模保険者（240市町村）の平均値を表す

0.3 40.3 11.3 48.4大空町 6,775 37.0 50.7 4.0 17.7

北海道 国

実数 割合 割合 割合

被保険者数

65-74歳 865 38.9 45.7 40.5

40-64歳 729 32.8 31.8 33.1

39歳以下 627 28.2 22.5 26.5

町

2,221

2023年→2040年(17年後)
50歳の方は67歳（前期高齢者）

65歳の方は82歳（後期高齢者）

３．痛くもかゆくもありません
図中の矢印は右に一方通行というだけでは
ありません。戻ることができる段階があり
ます。

上の段の血管の状態を見ると内臓脂肪の蓄
積から約30年、徐々に狭くなってきていま
す。この間、自覚症状はありません。
裏を返せば心筋梗塞を起こした人はその30
年以上前から血管を傷める要因が痛くもか
ゆくもないけど、続いていたことになりま
す。

自覚症状がなくても体に起きている変化は
健診を受けることによって数値で知ること
ができます。

2040年の17年後、いくつになっていますか？
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40-64歳（国保加入者）の健診受診率と肥満の割合 受診率 BMI25以上

40～64歳 65～74歳 75～歳 40～64歳 65～74歳 75～歳

H30 48.3% 40.1% 11.0% 40.5% 30.7% 33.5%
R04 36.2% 38.0% 11.2% 44.9% 31.8% 23.4%
差 ▲ 12.1 ▲ 2.1 0.2 4.4 1.1 ▲ 10.2

健診受診率
年度

肥満（BMI25以上）

４．大空町の健診受診率と肥満の割合

５．特定健診・特定保健指導の実施率の向上
1人あたり医療費・介護費は全国よりも低い金額です。特定健診受診率(40-74歳）は
43.4％、保健指導実施率は54.1％です。今後も医療が高額化する病気(虚血性心疾患、脳
血管疾患、人工透析）を限りなく予防していくことが社会保障健全化に向けた医療費・介
護費の適正化となり、特定健診・特定保健指導の実施率の向上が不可欠です。

町で実施している特定健診・後期高齢者健診を平成30年度と令和4年度の年代別で比較し
ました。75歳以上の後期高齢者健診を除いて受診率の減少と肥満の割合の増加がみられま
す。さらに、40-64歳の受診率と肥満の割合の推移から受診率の低下と肥満の割合増加が
確認されました。健診を受けなかった方の健康状態が心配です。また、検査数値を生活習
慣や加齢に伴う変化として自覚していかないと健康の保持増進ができないことになります。

補足：
特定健診・特定保健指導は高齢者の医療の確保に関する法律に基づき医療保険者（国保・協会けんぽ・

共済組合などそれぞれ）が実施するものです。
国民健康保険者における特定健診・特定保健指導の実施率の目標はともに60％になります。

国保 32.3万円 29.6万円 34万円 △4.4万円 特定健診

54.1%
様式5-1

大空町　H30 大空町　R4 R4全国 全国差 40代 50代

介護 26万円 21.4万円 29万円 △7.6万円 特定保健指導

43.4% 38.3% 46.0%

後期 75.3万円 78.6万円 △3.3万円
健診も医療も

未受診 22.7%

－特定健診・保健指導のメリットを活かし、健康日本２１（第二次）を着実に推進－

データの分析

○重症化が予防できる

○死亡が回避できる

○重症化が予防できる

○医療費の伸びを抑制できる

特定健診・特定保健指導の実施率の向上

➋ 特定健診等の実施率

大空町の実態を入れてみました

健康のための資源

（受診の機会、治療の機会）

の公平性の確保

未受診者への

受診勧奨

健康格差の縮小

➊ 一人あたり 医療費・介護費

厚生労働省 健康局
「標準的な健診・保健指導プログラム

30年度版」図１ 改変

大空町の社会保障費健全化に向けて 医療費・介護費の適正化 ～大空町の位置～
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地域情報アプリ「そらっきーナビ」はもうダ

ウンロードしていますか?

そらっきーナビ（略して「そらナビ」）は、

大空町の情報を町民みなさんにお届けするアプ

リで、スマートフォンを持っていればどなたで

もご利用いただけます。

そらナビには、災害などの緊急情報のほか、

ゴミ出しや慶弔のおしらせなど生活に役立つ機

能が盛りだくさん!

まだダウロードしていない方は、下の方法で

ぜひダウロードしてください。
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女満別研修会館の施設更新について 

女満別研修会館は、建設から５０年が経過し老朽化が進んでいることから、新たに施設整備の検討

を進めることとしました。一般的に公共施設を建設する場合は、下記の手順によって行われること

になりますが、今年度は基本構想の策定を行うこととしています。 

基本構想 

（今年度） 
基本設計 実施設計 建設工事 

社会背景や町民の意向

を踏まえ、施設のコンセ

プトを定め、必要性の合

意形成を図るもの 

施設概要や用途、 

建設候補地の検討 

利便性や機能性を整理

しレイアウトや施設の

具体的イメージや概算

工事費を示すもの 

建設工事の詳細な設計

書で、工事費の実質的な

積算を行うもの 

平面計画（レイアウト） 

施設規模、概算工事費等 

設計書 

建設工事工程表 

実施設計に基づい

て建設工事を行い

ます。 

構想・計画段階のため内容はまだ決定ではない 設計・建設のため整備内容は確定となる 

基本構想策定のため役場職員によるプロジェクトチームを構成し半年をかけて「素案」を作成し、

町民で構成する検討委員会で協議を行っています。こうして作成した「素案」について町民の皆さ

んの意見を聞きながら施設整備の検討を進めてまいります。 

基本構想 

策定プロジェ

クトチーム 

役場主幹等で組織

する検討チーム 

基本構想 

策定委員会 

町民で組織する 

検討委員会 

教育委員会 

（社会教育Ｇ） 

町 民 

基本構想素案  

アンケート・説明会等 
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屋内こども 

遊戯施設 

 

研修会館 

屋内こども 

遊戯施設 
図書館           

交流 

拠点 

施設の 

相乗効果 

自然と人が集まる交流拠点 

プロジェクトチームと策定委員が考えた素案とアイディア 

プロジェクトチームでは将来のまちづくりに必要な視点から「自然と人が集まり交流できる施

設」をコンセプトに、研修会館に「図書館」と「屋内こども遊戯施設」を合わせた複合的な施設

にするという「素案」を考えました。また、策定員会でも３つの用途の有効性や相乗効果も議論

し、この「素案」をもって町民の皆様に意見を聞くことにしました。 

図書館 
研修 

会館 

探究 

ラボ 

屋内こども 

遊戯施設 図書館 
育ち 

出会い 

研修 

会館 

人と 

時を 

つなぐ 

オホーツクの空の玄関口 

女満別空港 

女満別空港⇔交流拠点 

【巡回型無人ＥＶバス】 

【無人ＥＶバス】 

2023 年 4 月から、限定地域であれ

ば運転手が乗車しなくても公道で

の巡回サービスが解禁となる。特定

の条件下であれば遠隔監視のみ無

人自動運転が可能となる。 

無人 EV バスで観

光客の関心をつか

み「空港サテライ

ト交流拠点」へ人

の流れを創出！ 

 
研修会館 

屋内こども 

遊戯施設 

図書館 

空港サテライト交流拠点 

「人が集う」×「人が交流する」＝「町が活性化する」 

ロビー 

ロビーに Café などつ

くり町民や空港利用者

の利便性を高め、施設

に滞留させることで、

図書館やこども遊戯施

設への利用促進が図ら

れ、町民との多様な交

流が期待できる。 

【戦略３】 

公用車のＥＶ化により非

常時は建物への給電用の

電源として活用。休日はカ

ーシェアリングとして、町

民や観光客、移住希望者な

どに利用してもらう。 

【戦略 2】 

【戦略１】 

プロジェクトチームでは「素案」協議の過程において先進地視察も行い「施設整備には町の戦略が

必要」との議論を行いました。この「戦略のアイディア」は、必ずしも実現できるものではありま

せんが皆様に紹介させていただき、施設整備の将来性の議論を深めていきたいと思います。 
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